
 外国籍の子どもに日本語教える際に必要な知識に関して生成 AI に聞く 

 

質問１ 

表意文字と表音文字の違いを教えて下さい。日本語はどちらですか。その関係で、日

本語を外国人が学ぶのが難しいということはありますか？ 

ChatGPT:の回答 

とても良い質問です。 順にわかりやすく説明しますね。 

 

① 表意文字（ひょういもじ）とは 

意味（内容）を直接表す文字のことです。 

1 字が何かの「概念」や「意味」を示しています。 

• 例： 

o 「山」→ 山という物の形や意味を表す 

o 「水」→ 水というものを表す 

o 「日」→ 太陽・日という意味 

このように、音（読み方）よりも意味を中心にした文字です。 

代表例は 漢字（中国語・日本語で使われる）です。 

 

② 表音文字（ひょうおんもじ）とは 

音（発音）を表す文字のことです。 

1 字が「意味」ではなく「音素（音の単位）」を表します。 

• 例： 

o アルファベット（a, b, c...）は音を表す 

o ひらがな・カタカナも「おと」を表す（例：か＝/ka/） 

つまり、意味は文字そのものからはわからず、音を組み合わせて単語を作るという仕

組みです。 



 

③ 日本語はどちらか？ 

→ 両方が混ざっています。 

• 表意文字：漢字 

o 「山」「水」「愛」「学」などは意味を持つ 

• 表音文字：ひらがな・カタカナ 

o 「あ」「い」「う」「え」「お」「か」「き」などは音を表す 

つまり、日本語の書き言葉は世界的にも珍しい 「表意＋表音の混合型」 です。 

 

④ 外国人にとって日本語が難しい理由（この点から） 

まさにこの「混在」が、日本語を学ぶ外国人にとっての大きな壁になっています。 

難しい点： 

1. 文字体系が３種類ある 

o 漢字（表意）＋ひらがな＋カタカナ（表音） 

o 書き分けや使い分けを覚える必要がある 

2. 漢字が多く、読み方が複数ある 

o 例：「生」→ せい／しょう／なま／うまれる／いきる／いかす… 

o 同じ文字で意味や読みが変わる（表意＋表音の融合の結果） 

3. 表音文字だけでは意味が不明瞭 

o 「かみ」だけでは「紙」「髪」「神」などの区別がつかない 

→ だから漢字を学ばないと正確な理解が難しい 

 

⑤ まとめ 

項目 表意文字 表音文字 

例 漢字（山、水、愛） ひらがな・カタカナ・アルファベット 

表すもの 意味・概念 音・発音 



項目 表意文字 表音文字 

利点 意味が直感的にわかる 書きやすく覚えやすい 

欠点 数が多く、覚えるのが大変 同音異義語が増える 

そして、日本語はこの両方を使い分ける複雑な言語体系であるため、 

外国人には「文字を覚える難しさ」と「使い分けの難しさ」があります。 

その代わり、微妙なニュアンスを豊かに表現できるという強みもあります。 

 

ご希望があれば、 

    「英語・中国語・韓国語と比較した表」や 

    「なぜ日本語にこのような混合型文字体系が生まれたか（歴史的経緯）」 

も続けて説明できますが、どちらに関心がありますか？ 

 

質問 ２ 「英語・中国語・韓国語と比較した表」の提示をお願いします。 

ChatGPT: 

はい、承知しました。 

以下に、日本語・英語・中国語・韓国語の文字体系を中心に比較した表を示します。 

それぞれの言語が「何を表す文字を使っているか」「外国人学習者にとっての難しさ」

なども含めています。 

 

■ 表意文字・表音文字の比較表 

言

語 

使用文字体

系 

表意 or 表

音 
主な特徴 

学習の難し

さ（外国人

にとって） 

備考 

日

本

語 

漢字（表意）

＋ひらがな・

カタカナ（表

音） 

混合型（表意

＋表音） 

・語の意味を漢字

で、文法をひらが

なで表す 

・外来語はカタカ

文字体系が

複雑（3 種

類） 

漢字の読み

世界的にも珍しい

「三種併用」言語

体系 



言

語 

使用文字体

系 

表意 or 表

音 
主な特徴 

学習の難し

さ（外国人

にとって） 

備考 

ナで表す 

・同音異義語が多

い 

方が多い 

使い分けが

難しい 

英

語 
アルファベット 

表音文字（た

だし不完全） 

・26 文字の組み

合わせで音を表

す 

・語源により綴りと

発音が一致しな

いことが多い 

発音と綴り

の関係が不

規則 

同音異綴

語・同綴異

音語が多い 

「表音文字」だが

音素表記としては

例外が多い 

中

国

語 

漢字 

表意文字中

心（＋音素的

要素も一部） 

・1 文字 1 音節で

意味を持つ 

・発音はピンイン

で表記可能 

漢字の数が

多く暗記が

大変 

声調（トー

ン）の違い

が難しい 

最も体系的な「表

意文字」言語 

韓

国

語 

ハングル 

表音文字（科

学的・規則

的） 

・音素文字（子音

＋母音）を組み合

わせて音節を作

る 

・発音と綴りがほ

ぼ一致 

比較的学び

やすい文字

体系 

発音変化

（連音化な

ど）は難し

い 

世界で最も体系的

な文字の一つ（世

宗大王による創

制） 

 

■ 補足的なまとめ 

観点 日本語 英語 中国語 韓国語 

文字数 
数千字（漢字）＋46 字

（ひらがな・カタカナ） 
26 字 数千字（漢字） 

24 字（基本字

母） 

意味理

解 

文字から意味がある程

度推測できる（漢字） 

文字から意味は

分からない 

文字から意味

がわかる 

文字から意味

はわからない 



観点 日本語 英語 中国語 韓国語 

音との

対応 

不規則（特に漢字の読

み） 

不規則（綴りと発

音が一致しない） 

規則的（1 字＝

1 音節） 

規則的（1 音＝

1 文字素） 

外国人

にとって 

書く・読む・使い分けが

最難関 

綴りと発音の不一

致が難しい 

漢字と声調の

習得が難しい 

習得が比較的

容易 

 

■ まとめ（特徴の対比） 

• 日本語：意味＋音を併用 → 豊かな表現力だが習得が難しい 

• 英語：音中心だが不規則 → 覚えるより慣れる言語 

• 中国語：意味中心 → 一文字一概念で直感的だが、漢字数が多い 

• 韓国語：音中心で規則的 → 学びやすく体系的 

 

ご希望があれば、 

    この比較を「教育・言語習得の観点（第二言語習得論）」から分析する表 

または 

    「なぜ日本語がこの混合型文字体系を維持してきたのか（歴史的経緯）」 

の形にも発展させられます。 

どちらの方向に進めましょうか？ 

 

質問３ 教育・言語習得の観点（第二言語習得論）」から分析する表をお願いします。 

ChatGPT: 

すばらしい発展の方向です。 

以下では、**教育・言語習得の観点（第二言語習得論, SLA: Second Language 

Acquisition）**から、 

日本語・英語・中国語・韓国語の文字体系と学習上の特性を比較します。 

とくに、 

• 学習者の認知負担（記憶・理解・運用の難しさ） 

• 教育上の指導方法への影響 



• 習得の順序（音→文字→意味の関係） 

を軸に整理しています。 

 

■ 第二言語習得論（SLA）から見た文字体系比較 

観点 日本語 英語 中国語 韓国語 

文字体系の種類 

表意＋表音の混

合型（漢字＋か

な） 

表音文字（アル

ファベット） 

表意文字

（漢字） 

表音文字（ハン

グル） 

音・文字・意味の

対応関係 

不規則（同音異

義語が多く、漢字

の音読み・訓読

みあり） 

不規則（綴りと

発音が一致し

ない） 

規則的（1 字

＝1 音節＋

意味） 

高度に規則的

（音素と文字が

一対一） 

習得順序（典型） 

①音声（会話）

→②ひらがな・カ

タカナ→③漢字

→④複合語・文

法 

①音声・綴り

→②単語→③

語法・文法 

①音声＋ピ

ンイン→②

漢字→③語

法・声調 

①ハングル文字

→②語彙→③文

法 

認知的負担

（Cognitive Load） 

★★★★（多体

系・多義・多読

音） 

★★（綴りの不

規則性） 

★★★（漢

字数・声調） 
★（体系が明確） 

語彙習得 

視覚記憶＋意味

連想が必要（漢

字） 

音と綴りの連想

が中心 

意味単位で

学べるが量

が多い 

音形一致が明快

で習得しやすい 

表記の透明性

（Orthographic 

Transparency） 

（文字と音の対応

の明瞭さ） 

低い（opaque） 低い 中程度 
高い

（transparent） 

外国人学習者が

直面する主な困

難 

・漢字の読み分

け 

・かなとの使い分

・発音・綴りの

不一致 

・声調（トー

ン） 

・発音変化（連音

化） 

・助詞体系 



観点 日本語 英語 中国語 韓国語 

け 

・語順の違い 

・時制・冠詞の

使い方 

・漢字暗記

の量 

教育上の指導方

針の傾向 

音声と意味の統

合的指導（聴覚

＋視覚連動） 

「多感覚的学習」

推奨 

音韻意識

（phonemic 

awareness）と

読解練習の両

立 

ピンイン併用

で音から導

入、後に漢

字学習 

音から文字への

自然習得型（規

則学習重視） 

SLA 的観点から

の学習戦略 

「意味ネットワー

ク（semantic 

mapping）」形成

が重要 

例：漢字の部首・

構成理解 

「音韻パターン

認識

（phonics）」訓

練が有効 

「音＋意味

単位」同時

提示（Dual 

coding） 

「音→形→意味」

への直線的学習

が効果的 

総合的習得難易

度（成人学習者） 

★★★★★（最

難） 
★★★ ★★★★ ★★ 

 

■ 分析まとめ（教育的示唆） 

観点 日本語の教育的課題 教育的工夫の方向 

多体系の

統合 

漢字・ひらがな・カタカナの習

得順序を明確化する必要 

「層的学習（layered learning）」：段階的導

入（例：音→意味→漢字） 

意味処理

の複雑性 

同音異義語が多く、文脈理解

が不可欠 
文脈ベースの読解・会話練習を重視 

記憶負担

の軽減 

視覚＋音声の多感覚的提示

が有効 

フラッシュカードや部首分析を用いた構造

的学習 

モチベーシ

ョン維持 

達成感が得にくい（長期習得

型） 

「即効的成功体験」を組み込む学習デザ

インが必要（例：短文読解成功） 

 

■ コメント 

• 英語：音と綴りが一致しない点で「表音文字でも難しい」典型例。 



• 中国語：表意文字による「視覚的意味理解」は優れているが、声調と漢字量が

難点。 

• 韓国語：最も文字体系が透明で、第二言語として習得しやすい。 

• 日本語：意味的・音韻的・視覚的処理を同時に求められ、認知負荷が最も高

い言語の一つ。 

 

ご希望があれば、次に 

    「これらの違いが、外国人日本語教育（日本語教師養成など）にどう影響している

か」 

を、教育実践・教材設計の視点から分析した表も作成できます。 

その方向に進めましょうか？ 

質問４ 日本人は、なぜローマ字を学ぶのでしょうか？ 英語学習に役立てる為です

か？ 

ChatGPT: 

とても鋭い質問です。 

実は「ローマ字を学ぶ理由」は、英語学習のためだけではなく、もっと広い日本語教

育・言語体系上の目的があるのです。 

以下で、歴史的・教育的な観点から整理して説明します。 

 

① ローマ字を学ぶ理由は「英語のため」だけではない 

多くの人は「英語を学ぶ準備のため」と思っていますが、 

文部科学省の学習指導要領（国語科）では、ローマ字は**「日本語の表記法の一つ」

**として位置づけられています。 

つまり、目的は： 

「日本語の音を別の文字体系（ローマ字）で表記できるようにする」 

ということです。 

 



② 教育上の主な目的（国語科の立場） 

目的 内容 

① 音と文字の関係を

理解させる 

ひらがな・カタカナ・ローマ字の対応を通して、日本語の「音

韻構造（音節単位）」を理解させる。 

例：か＝ka、し＝shi、つ＝tsu など。 

② 情報社会での実用

性 

パソコンやスマートフォンの入力がローマ字を使うため、実

生活で必要。 

（かな入力よりローマ字入力が主流） 

③ 国際的な表記・名

前・地名表記 

パスポートや道路標識、観光案内などで、ローマ字表記が

必要になる。 

例：東京 → Tokyo、京都 → Kyoto、たけうち → Takeuchi。 

④ 日本語を外国人に

説明する基礎 

日本語の音を国際的に伝えるため、ローマ字を使う。 

例：「ありがとう」→ arigatou など。 

 

③ 英語学習との関係 

もちろん、英語学習にも副次的な効果はあります。 

ローマ字を学ぶことで、アルファベットに親しみ、 

「文字＝音を表す」という英語の基本的な仕組みに慣れることができます。 

ただし、注意点があります： 

観点 内容 

共通

点 

アルファベットを使う（ローマ字も英語も）。 

音を文字で表す意識を育てる。 

相違

点 

ローマ字の発音は「日本語の音節」単位。 

英語は「音素」単位で、つづりと発音が一致しない場合が多い。 

結果 
ローマ字をそのまま英語の発音に当てはめると誤りになる（例：「cat」→「カッ

ト」になりやすい）。 

したがって、ローマ字＝英語の練習ではないのです。 

ローマ字はあくまで「日本語を表記するためのもう一つの道具」です。 



 

④ 歴史的な背景 

時期 内容 

明治時

代 

西洋化の中で、漢字をやめてローマ字を使おうという「ローマ字論」も登場

（田中舘愛橘ら）。 

戦後 
国語教育の中で、ローマ字は「補助的な日本語表記法」として定着。 

英語教育とは切り離して教えられる。 

現在 
小学校 3 年生ごろに国語で学習。 

ICT・国際社会対応・音声理解の基礎として扱われる。 

 

⑤ まとめ 

観点 ローマ字を学ぶ主な理由 

言語理解 日本語の音と文字の対応を理解するため 

実用性 コンピュータ入力や国際表記に必要 

国際性 名前や地名などの表記に使うため 

副次的効果 英語の文字体系に親しむ助けにもなる（が、目的ではない） 

 

     結論 

ローマ字学習の本来の目的は、 

「日本語の音声構造を理解し、現代社会で使える文字表記の力を身につけること」。 

英語学習とは直接は関係しないが、間接的に助けになる程度です。 

 

ご希望があれば、次に 

    「なぜ英語教育ではローマ字読みを避けるべきか（英語発音教育の観点から）」 



という発展テーマも整理できます。 

興味ありますか？ 

質問５ 外国籍の子どもに、日本の小学校で、日本語を教える時の教授法に関して

有効な方法を教えて下さい。 

ChatGPT: 

非常に重要で現場的なテーマです。 

「外国籍の子どもに日本語を教える」というのは、単なる言語教育ではなく、学校生活

への適応・教科学習の基盤づくり・心理的支援を含む複合的な教育課題です。 

以下では、研究と実践の両面から整理してご説明します。 

 

 Ⅰ．前提：外国籍児童の日本語教育の位置づけ 

外国籍児童（あるいは日本語指導が必要な児童）への教育は、 

文部科学省の指針では「日本語指導＝教科学習の基盤となる支援教育」とされま

す。 

つまり、単に「会話ができるようにする」のではなく、 

学校生活全体に必要な日本語（生活日本語＋教科学習日本語） 

をバランスよく育てることが目的です。 

 

 Ⅱ．教授法の基本構造（理論的枠組み） 

教授法 特徴 外国籍児童への有効性 

直接法（Direct Method） 

日本語だけで教える。絵

やジェスチャーで意味を示

す。 

初期段階に効果的（生

活日本語の習得に向

く）。 

ナチュラル・アプローチ（Natural 

Approach） 

理解を重視。文法説明よ

り、意味のあるインプットを

多く与える。 

「日本語シャワー」として

自然に慣れる導入期に

有効。 



教授法 特徴 外国籍児童への有効性 

コミュニカティブ・アプローチ

（Communicative Approach） 

実際のコミュニケーション

活動を通じて学ぶ。 

生活・学校場面のロー

ルプレイが効果的。 

タスク中心学習（Task-based 

Learning） 

「目的を持った活動（タス

ク）」を通して言語を使う。 

給食・掃除・行事など、

学校生活タスクを使って

学習可能。 

CLIL（Content and Language 

Integrated Learning） 

教科内容（算数・理科な

ど）を学びながら日本語も

学ぶ。 

中上級レベルで有効。

教科学習と日本語を統

合できる。 

 

 Ⅲ．実際の指導段階（ステップ別） 

段階 
日本語レベ

ル 
教授法・教材例 教師のポイント 

①初期（導

入期） 

ほぼゼロ～

あいさつ程度 

直接法・絵カード・実物・

写真 

例：「これなあに？」「こ

んにちは」 

「成功体験」と「安心感」を最優

先。母語の使用も一部許容。 

②生活日

本語期 

会話が少しで

きる 

ロールプレイ・歌・ゲー

ム・生活場面でのやりと

り 

実際の学校生活（掃除・給食・

行事）と連動させる。 

③教科学

習日本語

期 

語彙・文法を

理解し始める 

絵日記・短文作り・簡単

な説明文 

「学校言語（CALP）」を意識して

文語的表現へ。 

④統合期 
学級で教科

学習に参加 

教科書読み・要約・発表

活動 

「読み書き支援」「友人との協

働」を重視。 

 

 Ⅳ．効果的な指導方法・実践アイデア 

1. 視覚支援の活用 

• 絵カード、写真、実物提示、ピクトグラムなどで意味を示す。 



• 板書には絵＋簡単な日本語＋英語や母語訳を併記する。 

• ICT（タブレット・翻訳アプリ）を併用して理解を補助。 

2. バイリンガル支援 

• 同じ母語を話す支援員（通訳・バイリンガル TA）を配置。 

• 「母語を禁止」せず、理解の足がかりとして活用する。 

→ 第二言語習得論でも、母語の知識は新しい言語の理解を助けるとされる。 

3. スモールステップ評価 

• 「文法・語彙」ではなく「伝えたいことが伝わったか」で評価。 

• 小さな成功を積み重ねることがモチベーションを維持する。 

4. 教科学習と結びつける 

• 日本語を「科目を理解するための道具」として扱う。 

例：「算数の言葉」（たす・ひく・かける）を日本語と一緒に学ぶ。 

• CLIL（教科統合型学習）の考え方が有効。 

5. ピアサポート（友だち支援） 

• 学級内の友人が支援役（バディ）となる制度。 

• 友人関係ができることで、言語使用の場が自然に増える。 

 

 Ⅴ．教師の姿勢・環境づくり 

観点 具体的な配慮 

心理的安心 
「まちがえても大丈夫」という雰囲気づくり。 

文化・宗教・習慣へのリスペクト。 

多文化共生意

識 

「外国籍の子を特別視」ではなく、「互いに学び合う文化交流」の姿

勢。 

家庭との連携 
翻訳文書や通訳を介して家庭とつながる。 

学習支援・生活相談を共有。 

 



 Ⅵ．理論的背景（簡潔に） 

理論 内容 教育への応用 

クラッシェンのインプット

仮説 

理解可能なインプット

（i+1）で学ぶと習得が進む 

子どもの理解レベルに少し上の

日本語を繰り返し聞かせる 

ヴィゴツキーの ZPD 理

論（最近接発達領域） 

「自力では無理だが、支援

があればできる」範囲を伸

ばす 

教師・友人・支援員が“足場か

け（scaffolding）”を行う 

Cummins の

BICS/CALP 理論 

生活言語（BICS）→学習

言語（CALP）への移行が

必要 

会話ができても教科学習には

別の日本語力が要ることを意識 

 

 Ⅶ．参考文献・実践書（日本語教育・学校教育系） 

• 文部科学省『日本語指導が必要な児童生徒への支援の充実』（2023） 

• 牧野厚史『学校で外国籍の子どもに日本語を教える』（明石書店） 

• 宮島喬『多文化共生社会の教育』（岩波書店） 

• Cummins, J. (2000). Language, Power and Pedagogy. 

• 河原俊昭『CLIL で教える日本語教育』（凡人社） 

 

 まとめ（実践の柱） 

外国籍の子どもへの日本語教育は、 

①理解可能なインプット、②心理的安全、③教科学習との接続、④多文化共生の視

点 

の 4 つを柱として行うことが有効です。 

 

ご希望があれば、次に 

    「初期段階の日本語指導に使える授業例（週単位の指導計画表）」 



または 

    「生活日本語から教科学習日本語へ発展させるカリキュラムモデル」 

を具体的に作成できます。 

どちらに関心がありますか？ 

質問 ６ 表意文字で育った中国人の子どもと、表音文字で育った英語圏の子どもに、

日本語を教える時、教え方の違いはありますか？ 

ChatGPT: 

非常に重要で本質的な質問です。 

はい、中国語圏の子ども（表意文字文化）と、英語圏の子ども（表音文字文化）では、

日本語習得の難しさも、効果的な教え方もかなり異なります。 

以下に、第二言語習得（SLA）理論と言語構造の違いの両面から整理した比較表を

示します。 

 

        比較表：母語の文字体系による日本語教授法の違い 

観点 
中国語母語話者

（表意文字） 

英語母語話者

（表音文字） 
教授法上の工夫 

文字

体系

の親

近性 

漢字に親しみがあ

り、意味から推測で

きる 

漢字に馴染み

がなく、形を丸

暗記するしか

ない 

中国語話者には「意味の類似性」を活用

（例：「学・校・電」など共通漢字）。英語

話者には「部首」「構造」「書き順」など視

覚的・構造的に教える。 

音韻

体系 

中国語には声調が

あり、日本語のアク

セントを混同するこ

とがある 

英語には強勢

アクセントがあ

り、音節リズム

が異なる 

音読指導・リズム練習を重視。中国語話

者にはピッチアクセントの意識化、英語

話者にはモーラ（拍）意識を教える。 

文法

構造 

語順が似ている

（SVO vs SOV の

違いはあるが柔軟） 

語順や助詞が

大きく異なる 

英語話者には「助詞の機能」を丁寧に導

入。例：「私は」「に」「を」の機能を図解

で。中国語話者には語順変化への注意

（例：「明日行く」→「我明天去」）。 



観点 
中国語母語話者

（表意文字） 

英語母語話者

（表音文字） 
教授法上の工夫 

語彙

習得 

漢字由来語に親近

感があり、意味の

推測が得意 

語彙を音から

しか覚えられ

ず、推測が難し

い 

中国語話者には同形異義語・偽似語の

区別を重視（例：「手紙」）。英語話者に

は語形成・語族（例：「食べる」「食事」

「食堂」）をまとめて教える。 

学習

ストラ

テジ

ー 

意味中心・形意認

知型（意味から文を

理解） 

音中心・音声

模倣型（音から

言語を構築） 

中国語話者には「音読・聞き取り」強化、

英語話者には「読解・漢字学習」支援を

重点化。 

誤り

の傾

向 

漢字の意味を誤用

（同形異義）、助詞

を省略 

助詞・活用・敬

語の誤用、漢

字の省略 

中国語話者には文末表現と助詞を重

点、英語話者には活用体系と文体レジ

スターを重点。 

教材

設計

のポ

イント 

意味・文脈重視、同

形語を使った比較

教材 

音声・リズム・

発音重視のリ

スニング教材 

中国語話者：語彙と文脈中心。英語話

者：音声と文法体系中心。 

 

   教授法のまとめ（教育実践への応用） 

学習者タイプ 有効な教授法 教材例・活動例 

中国語母語

話者 

「意味ネットワーク法」「比較言語法」「誤用フ

ィードバック型」 

・共通漢字と異なる意味

の一覧 

・助詞の穴埋め練習 

・読解と文意推測練習 

英語母語話

者 

「フォニックス的アプローチ」「音声模倣＋文

構造可視化」 

・ひらがな・カタカナの音

韻練習 

・文構造カード並べ替え 

・リズム音読・チャンツ活

動 

 

    第二言語習得理論との対応 



理論 中国語話者に有効 英語話者に有効 

転移理論 (Transfer 

Theory) 

共通漢字・語順の「正の転

移」を活用 

英語語順からの「負の転移」を

意識的に修正 

入力仮説 (Krashen) 
意味ある文脈での多読・多

聴を重視 

音声＋映像入力による理解支

援 

出力仮説 (Swain) 
助詞・文末表現を使わせる

タスク活動 

会話・ロールプレイで自然な文

構造練習 

気づき仮説 (Schmidt) 
同形異義語・誤用例を比較

して意識化 

活用形や語順の違いに注意を

促す 

 

もしご希望があれば、 

次のような形で拡張もできます： 

1. 小学校現場での「授業計画（例：ひらがな学習／助詞指導）」の実践例 

2. 上記比較をベースにした「教員研修資料用スライド」形式 

3. 第二言語習得理論を引用した「研究論文風」まとめ 

どの形でまとめましょうか？ 

質問７ 日本には、日本語指導ができる資格はありますか？ それはそこで修得できま

すか？ 大学にそのような専攻がありますか？ 

ChatGPT: 

はい、日本には「日本語指導（日本語教育）」に関する資格や専門的な養成課程がい

くつか存在します。 

ただし、「国家資格」として法的に一本化されたものはまだなく、複数の制度・ルートが

並立しています。 

以下に、体系的に整理して説明します。 

 

         Ⅰ．日本語教育に関する主な資格・制度 



名称 概要 取得ルート 主な修得場所・機関 

① 日本語教

育能力検定試

験（民間資格） 

公益財団法人 日本国際教育

支援協会（JEES）が実施。最も

広く認知される「日本語教師」

資格。 

年 1 回（秋）受

験。筆記・聴

解・実技を含

む。 

独学、通信講座、専

門学校・大学の養成

課程。 

② 420 時間日

本語教師養成

講座（民間講

座） 

文化庁が定める指針を満たし

た課程。国内外の日本語学校

で教える条件となることが多

い。 

通学・オンライ

ンあり。文化庁

認定の教育機

関で履修。 

ヒューマンアカデミ

ー、日本語教育研究

所など。 

③ 大学・大学

院での「日本

語教育専攻」

または「副専

攻」 

教育学部・文学部・国際学部

などで設置。理論と実習の両

面から学ぶ。修了で「420 時間

課程修了」と同等扱いされる

場合も。 

大学入学後に

履修。卒業時

に資格証明書

が発行され

る。 

国立大：東京外国語

大・筑波大・大阪大な

ど／私立：早稲田・立

命館・ICU・神田外語

など。 

④ 日本語教

員国家資格

（新制度：2024

年度〜） 

文化庁が創設を進める「公的

資格」。2024 年度から制度開

始。大学で所定の単位を修め

たうえで国家試験合格が必

要。 

大学・大学院

の認定課程を

修了＋国家試

験合格。 

今後、認定大学で履

修可能（準備中の大

学多数）。 

 

     Ⅱ．教育現場（小・中学校）で外国籍児童に日本語

を教える場合 

ここでの「日本語指導」は、**外国人児童生徒への日本語教育（JSL 教育）**にあた

ります。 

この場合、上記の日本語教師資格とは少し異なり、次のような制度があります。 

区分 概要 主な養成・研修機関 

日本語指導担当

教員（教育委員会

任用） 

公立学校で外国籍児童生徒の日本語指導

を行う。教員免許を持つことが前提で、自

治体研修を受ける。 

教育委員会、都道府

県の日本語教育セン

ター。 



区分 概要 主な養成・研修機関 

日本語支援員・日

本語指導員（非常

勤） 

教員免許がなくても勤務可能。420 時間課

程や検定試験合格者が多い。 

各自治体、国際交流

協会、ボランティア養

成講座。 

JSL カリキュラム

を扱う教員 

文科省の「JSL カリキュラム」に基づき、外

国籍児童に段階的に日本語を指導。 

大学（教職課程）や教

育センターの研修。 

 

    Ⅲ．大学での学び方（専攻・カリキュラム例） 

学位レベ

ル 
学べる内容 代表的大学・専攻例 

学部（学

士） 

日本語学・言語学・第二

言語習得論・教授法・実

習 

東京外国語大「日本語学科」、早稲田大「日

本語教育専修」、神田外語大「日本語教育専

攻」 

大学院（修

士・博士） 

日本語教育学研究、教材

開発、国際教育 

筑波大、広島大、大阪大、名古屋大、ICU な

ど 

教職課程

併修 

外国籍児童への支援を

想定した教員養成 
教育学部（例：愛知教育大、横浜国大など） 

 

   Ⅳ．海外でも通用するか 

• 日本語教育能力検定試験合格や 420 時間課程修了は、海外の日本語学校

でも通用します。 

• 今後の「国家資格」化によって、**国際的な資格認定（CEFR 対応）**が進む

予定です。 

 

      まとめ 



• 日本語教育の資格は、現状では**「国家資格」＋「民間資格」＋「大学課程」

**の三本立て。 

• 公立学校で教える場合は教員免許＋日本語教育の知識が必要。 

• 外国人児童支援の観点では、日本語教育能力検定＋教育学的研修が特に

有効です。 

 

ご希望があれば、次のような資料形式でもまとめられます： 

1. 「大学で日本語教育を学ぶ進路マップ」 

2. 「外国籍児童への日本語指導資格とキャリアの比較表」 

3. 「教員免許＋日本語教育資格を併せて取得するプラン」 

どの形で整理しましょうか？ 

 


